
今冬の電力需給状況について 

（１月３１日までの状況） 

２ ０ １ ５ 年 ２ 月 ９ 日 
北 海 道 電 力 株 式 会 社 



１．電力需要の状況 



・今冬は、以下の期間・時間帯において、無理のない範囲での節電へのご協力をお願い
しております。 

（１）今冬の節電のお願い 

１ 

期 間 時間帯 

１２月１日（月）から３月３１日（火）の平日 

（１２月２９日から３１日および１月２日を除く） 
８時から２１時 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 1 2 3

7 8 9 10 11 12 13 4 5 6 7 8 9 10

14 15 16 17 18 19 20 11 12 13 14 15 16 17

21 22 23 24 25 26 27 18 19 20 21 22 23 24

28 29 30 31 25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

　　　節電にご協力いただきたい日

12/1～3/31※の平日における8:00～21:00以外の時間帯についても、可能な範囲での節電をお願いいたします。

※12/29～31および1/2を除く。
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最大電力［万kW］

2010年度最大電力 2014年度最大電力

2010年度日平均気温 2014年度日平均気温

2010年度日降水量 2014年度日降水量

・期間中の気温は、平年と比較すると１２月は低く、１月はかなり高く推移しました。 

・今冬のこれまでの最大電力は、５５７万ｋＷの想定に対し、 ５３４万ｋＷ 

（１２月１６日１６～１７時）となっております。 

日平均気温の平年値 

日降水量 
［mm］ 

注）気温と降水量は札幌市の値 

2010年度 最大電力 
579万kW（1月12日） 

日平均気温 
［℃］ 

これまでの最大電力 
534万kW（12月16日） 
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今年度最大電力想定 
557万kW 

注）年間で最も寒さが厳しくなる時期 

２ 

（２）今冬の電力需要実績 
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〔万ｋＷ〕

（℃）

日平均気温

・１２～１月の平日における日々の最大電力は、気温の影響を考慮した場合、景気によ

る影響等は含まれるものの、2010年度と比較すると３７万ｋＷ程度※（７％程度）、

2013年度と比較すると６万ｋＷ程度（１％程度）減少しています。 

注）当社では、冬季の電力需要に与える気象影響の指標として、気温に加え雪の影響（降水量）を採用しているが、降水量の 
最大電力への影響は冬期間を通した分析としており、現段階では気温影響のみで比較した。 

※2010年度における、平日の日平均気温の平均値において比較した減少量 

３ 

（３）最大電力の過去実績との比較 

需要は2010年度と比較して３７万ｋＷ程度減少 
2013年度と比較して６万ｋＷ程度減少 



（４）販売電力量の推移 
・１２～１月分の販売電力量

※
は、各用途ともに対2010年度比較で減少しており、 

2013年度との比較においても、引き続き節電にご協力いただいている状況です。 

（※１月分は推計値） 

・用途別では、家庭用や業務用においては、照明の間引きや暖房の温度調整のほか、省

エネ型機器への取替えなどにより、更なるご協力をいただきました。 

・また、産業用においても自家発電の焚き増しや操業の調整などにより、ご協力をいた

だきました。 

※数値（％）は、各用途におけ 
 る2010年度に対する減少率 
 
※検針期間、気温の影響を除く 
 当社試算値 
 
※業務用・産業用は、節電効果 
 のほか、自家発電の焚き増し、  
 生産や設備稼働の動向、景気 
 による影響などを含む 

2010年度との電力量比較（12～1月分合計） 

▲ 3.1
▲ 6程度▲ 3.8

▲ 6程度

▲ 11.3
▲ 9程度

▲ 20.0

▲ 15.0

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0

2013年度 2014年度

家庭用 業務用 産業用対2010年度比(%)

6％以上の節電をお願い
（16～21時）

※推計値を含む

４ 



２．発電設備の状況 
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苫東厚真(石炭)

砂川(石炭)

苫小牧(石油)

知内(石油)
伊達(石油)

奈井江(石炭)

・2011年度以降、泊発電所が順次停止し、ピーク電源であった石油火力発電所を、ベー

ス電源あるいはミドル電源として運用しております。このため、火力発電所の設備利

用率は2010年度と比較して大幅に上昇し、現在も高止まりの状況が継続しております。 

５ 

（１）火力発電設備の利用率の推移 

【火力発電所の設備利用率の状況（4～1月）】 
【電源構成イメージ図】 
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・今冬における火力発電設備の計画外停止を抑制する目的で、秋季に可能な限りの補修

作業を実施しました。特に、当社最大機である苫東厚真４号機(定格出力７０万ｋＷ)

は、１０月４日から２１日にボイラー管の洗浄・点検作業を実施し、冬季の安定供給

に万全を期しました。 

・１２月以降については、これまで同様、設備パトロールや運転監視の強化による設備

異常の早期発見に努めたことにより、計画外停止個々の規模は軽微なものにとどまっ

ております。このため、ほとんどの補修作業を電力需要の減少する土曜・日曜・祝日

に完了できました。 

６ 

（２）火力発電設備の補修作業実績 

注１： カッコ内の数値は定格出力（単位：万kW）を示す。 

【2014年秋季以降の主な火力発電設備の補修作業実績】 

注２：表中、網掛けは土日祝日および年末年始期間を示す。 
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伊達
1号機(35)
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苫小牧 1号機(25)

知内
1号機(35)
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3号機(12.5)

4号機(12.5)
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音別

68件
（57件）

86件
（78件） 67件

（57件）52件
（44件）

73件

（1月末まで）
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・火力発電設備の１月３１日までの計画外停止および出力抑制件数(緊急設置電源を除

く)は７３件でした。計画外停止を抑制する目的で、きめ細やかな点検･補修に努めて

いるものの、2013年度同時期の５７件と比較して増加しています。 

・震災前の2010年度と比較すると、利用率増加・定期点検繰り延べの影響による不具合

(復水器海水漏洩、電気式集じん装置不具合等）や点検・清掃作業等（煙突やボイ

ラーの内部洗浄作業等）により、計画外停止・出力抑制件数が増加しています。 

・今後も火力発電設備の高稼働運転が想定されるため、計画外停止・出力抑制や、 

複数台の同時停止等による供給力の減少の可能性があります。 

 

７ 

（３）火力発電設備の計画外停止・出力抑制実績 

【計画外停止・出力抑制発生件数】 

※（ ）内は各年度1月末までの件数 



３．電力需給の状況 



・供給予備力は、電力需要の減少や、京極発電所1号機(定格出力２０万ｋＷ)の運用開

始による供給力の増加などにより、１月末までの間、７０万ｋＷ以上を維持しており

ます。 

・これまでのところ、苫東厚真４号機(定格出力７０万ｋＷ)などの大規模な火力発電設

備に計画外停止などのトラブルは発生していません。しかし、計画外停止および出力

抑制件数は2013年度と比較して増加しており、発電設備の計画外停止等が重なった場

合には、今後も需給ひっ迫のおそれがあります。 

８ 

（１）供給予備力の推移 

「安定」 

「やや厳しい」 

「厳しい」 

「非常に厳しい」 

でんき予報の凡例 

    供給予備力 
 
    供給予備力（北本連系 
    設備からの受電を除い 
    た供給予備力） 
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・お客さまにおかれましては、日頃より節電にご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上
げます。 

・これまでの電力需要実績は、お客さまの節電へのご協力などにより、2010年度と比較
して７％程度減少しております。 

・また、供給力面では、当社初の純揚水式発電所であります京極発電所１号機(定格出
力２０万ｋＷ)の運用を開始したこと、冬季における火力発電設備の計画外停止を抑
制するため、秋季に可能な限り補修作業を実施したこと、および設備パトロールや運
転監視の強化による設備異常の早期発見に努め、平日補修作業を回避したことなどに
より、これまでのところ安定供給を維持しております。 

・これまでのところ大規模な火力発電設備に計画外停止などのトラブルは発生しており
ませんが、計画外停止および出力抑制件数は昨年度と比較して増加（１月末時点で昨
年度５７件、今年度７３件）していることから、寒さが続く中で、発電設備の計画外
停止等が重なった場合には、厳しい需給状況となります。 

・当社は、供給力の確保に向けて、今後も設備保全やパトロール強化に努めてまいりま
すが、お客さまには、引き続き無理のない範囲で、これまで取り組んでいただいてい
る節電へのご協力をお願いいたします。 

９ 

４．まとめ 


